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増本・北島

E式験終了

結果をまとめる

スレーキング残存率=守xlOぽ%)

Xn:各ふるいの残存質量(g)

Y:乾燥質量(g)

国-2 スレーキング試験の流れ

3. 試験方法

3. 1スレーキング説験の方法

試料として，島根県鹿島町古浦で採取した泥岩 (KA)

を 12個，砂質泥岩 (KB)を 12個，松江市西長江町で採

取した泥岩(JN) を 30個，松江市秋鹿町で採取した泥

岩(JA) を 12個使用した.なお， JNは風化程度が激し

くバラツキが大きいと考えられたので多めに採取した.

試験を行う前に各試料を成形する.ここで， r成形するj

とは，ハンマーを用いて試料を約 50g:!:lOg(不定形)にす

ることをいう.スレーキング試験方法の流れ在図-2に示

す.図4 に示すように水浸からふるいわけまでを lサイ

クルとし，これを 5サイクル行なった.スレーキング残

存率は増本他仰と同様の方法で求めた(摺ー2).

3.2崩壊岩片の粒度分布の算出方法

ここでは，隣接したふるいの自の聞きに対するスレー

キング残存率の差異(質量比)を用いて崩壊岩片(崩壊し

て得られた岩片)の粒度分布を表す.例えば， 2.8mmの残

存率が 75%，4mmの残存率が 60%だとすると， 2.8~ 

4.0mmの崩壊岩片の粒径における質量比は 15%(=75園 60)

となる.なお，ふるい分けに伴う誤差を考慮して， 2.8mm

を通過するものがある程度あるものをスレーキングが進

行したものと判断し， 5サイクル目で 2.8mmの残存率が

98%以下のものを使用して計算を行った.

3.3崩壊形状の計測方法

スレーキングにより崩壊した岩片を定量的に評価する

ために， 5サイクル自の試料の形状に関して 2種類の指

擦を導入して崩壊形状の違いを比較検討した.

3.3. 1形の指標化

試料を楕円体とみなし，ノギスを用いて長軸の長さを

測定する.その長軸の中心を二等分した断面の短軸を概
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長軸(岩片の

ζ多長対?とくじ→~短軸
長軸に直行する
断面をとる

函-3 岩片の長軸 aと短軸bの測定方法

(扇平度の指標 :α=短軸/長軸)

角度(β)

図-4 岩片の角度8の測定方法

(丸みの指標:s=上から見た最小角度)

定する(圏一3).測定した長軸 (a)と短軸(b)の比を形(扇

平度)の指標 (α) とする.

3.3.2丸みの指標化

まず，試料を平-らな面に最も安定する状態で置き，上

から見てスケッチを行う.そのスケッチで最も角度が小

さい部分の角度を測定し，試料の丸みの指標とした(図

-4) .その際， 2mm以下の丸みは無視して，分度器の中

心から 2mm離れた点で角度 (s) を測定した.

3.4薄片による偏光顕微鏡観察

KA， KB，州， JAの岩石で薄片を作成し，鉱物構造を

観察した.薄片に使用した岩石はスレーキング試験に使

用した岩石と同じ岩塊から採取したものである.

4. 結果および考察

4.1織壌過程の観察結果

スレーキング、試験を行った全試料の崩壊過程の写真の

中から，典型的な崩壊過程を各試料についてまとめて写

真イに示す.それぞれの特徴は以下のとおりである.

4. 1. 1試料 KAの崩壊過程

1サイクル白水浸後 l分に試料の中央に大きな亀裂が

入り，その後小さな亀裂が生じた. 1サイクル自炉乾燥

後ではいくつかのブロックに分かれており，そのブロッ

クの角が丸くなっている.さらに乾湿を繰り返した後の

5サイクル自の炉乾燥後では，角が丸し、小さな細片が多

数生じている.

4.1.2試料 KBの崩壊過程

1サイクル目炉乾燥後，いくつかの亀裂が入りブロッ

クに分かれる.分かれたブ、ロックに小さな亀裂が入り，

さらに崩壊が進む. 5サイクル自炉乾燥後では KAと比

較するとブロックが大きいものの，ブFロックの角は丸く

KAと類似している.
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4.1.3試料 JNの崩壊過程

水浸直後から試料全体に多数の亀裂が生じる.水浸後

10分では試料の形を保っているが，時間が経過するにつ

れて側方から徐々に崩壊していく. 1サイクル目炉乾燥

後では多数のブロックに分かれ， 5サイクノレ目炉乾燥後

では多数の薄い板状の角張った細片になる.

4.1.4話料 JAの崩壊過程

1サイクル目では全く壊れないが， 3サイクル闘で亀

裂が入札大きなブロックに分かれる.これ以上はほと

んど壊れず， 5サイクル目炉乾燥後でも大きな角張った

ブロック状のままである.

以上より，スレーキング進行速度の違い(初期微小亀裂

等の違いの影響と思われる)によらず，古浦層泥岩は大き

な亀裂が入り崩壊が進行し，崩壊後の試料は角が丸い形

状になること，成相寺層泥岩は多数の亀裂が入りながら

崩壊し，崩壊後の試料は角張った形状になることが定性

的に把握できた.次に，崩壊過程の定量評価を行うため

にスレーキング残存率による検討を行った結果を示す.

~ー1ザイウJ[.. 周

一。一-2サイウル国

一合一-3ザイヴル箇

ー-<>-4サイヲル目

--トー5サイヲル呂

2.8 4 5.6 8 11.2 2.8 4 5.6 8 11.2 

ふるいの自の開き ふるいの自の開き
(mm) 

(a)KA平均値(12個) (b)JN平均値(30個)

図-5 スレーキング試験結果
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4.2崩壊過程の定量評価

4.2.1スレーキング残存率による検討

スレーキング残存率を用いて崩壊過程の違いを図ー5

に示す.圏一5(a). (b)より， KAが上に凸， JNが下に凸

とグラフの形が異なることがわかる.これは増本のと同

様の結果を示している.より詳しく評価するために崩壊

岩片の粒度分布を調べた.

4.2.2各サイクルの崩壊岩片の粒度分布による検討

2.8mm残存率が5サイクノレ闘で98%以下となったのは，

KA: 11個， KB:4個， JN: 30個， JA: 0個であった(残

存率 98%以上は崩壊しなかったとみなす).図-6に KA，

KB， JNの崩壊岩片の粒度分布を示す.図-6(a)より， KA 

は， 1サイクル目では 11.2mm以上の岩片が多く， 4mm

以下の岩片が少ないことがわかる.また，サイクルが増

すにつれて 11.2mm以上の岩片が少なくなっていくこと，

2.8mm以下の岩片の増加割合が少なく， 4mm~8mm の岩

片の増加割合が多いことがわかる.このことは， 1サイ

クル日では， 11.2mm以上の大きさの岩片が壊れず残っ

ており，サイクノレが増すにつれてその大きな岩片が壊れ

ていくが 2.8mm以下の小さな岩片はあまり生じておら

ず， 4mm~1 1.2mm の中程度の岩片が多く生じている様

子を示している.

同様に函-6(b)より， KBは， 1サイクル自では 11.2mm

以上の岩片が多く， 11.2mm以下の岩片が少ないことが

わかる.また， 5サイクル目でも 11.2mm以上の岩片が

多く， 8mm以下の岩片が少ないことがわかる.このこと

は，全体的に各粒径における質量比の変化割合が小さく，

乾燥・湿潤の繰り返しを与えても崩壊速度が遅い様子を

示している.

国一6(c)より， JNは， KA， KBに比べて， 1サイクル

日で 2.8mm以下の岩片が多く生じているが，まだ 5.6mm

以上の大きさの岩片も残っていることがわかる.また，

ABCDE F  

崩壊岩片の粒度
(mm) 

(b)KB平均値(4倒)

A 8 C D E F 

崩壊岩片の粒度
(mm) 

(a)KA平均値(11個)
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横軸の表示

A: 2.8mm以下

B : 2.8~4.0mm 

C : 4.0~5.6mm 

D : 5.6~8.0mm 

E : 8.0'" 11.2mm 

F : 11.2mm以上

A 8 C D E F 

崩壊岩片の粒疲
(mm) 

(c)刑平均値(30個)

圏一6 各サイクルの崩壊岩片の粒度分布

サイクルが増すにつれて 2.8mm以下の岩片が多くなり，

11.2mm以上の岩片は 3サイクル目には壊れて残ってい

ないことがわかる.このことは， 1サイクル目から試料

の大部分が崩壊し，サイクルが増すにつれて 2.8mm以下

の小さな岩片が多数生じていく様子を示している.

以上より，古浦層泥岩は大きな塊が徐々に崩壊して中

程度の岩片を生じ，一方で成相寺層泥岩は小さな岩片が

多数生じることが定量的に示された.このように崩壊岩

片の粒度分布を計測することにより崩壊過程の違いを明

瞭に示すことができた.
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